
 

収支計算書に対する注記 

 

 

1 資金の範囲 

   資金の範囲には、現金預金、未収金、未払金及び預り金を含めている。なお、前期末及び当期末 

残高は、下記 2 に記載するとおりである。 

 

2 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳 

                                                     (単位：円) 

科    目 前期末残高 当期末残高 

現 金 預 金 

未  収  金 

合  計 

未  払  金 

預  り  金 

合  計 

6,156,115  

435,096  

5,692,011  

0  

  6,591,211    5,692,011  

333,545  

234,428  

167,584  

88,161  

           567,973             255,745  

次期繰越収支差額 6,023,238  5,436,266  

 

3 科目間の流用について 

   予算科目のうち 事業活動支出 事業費－茨城・栃木・群馬三県商工会議所交流会議費支出

より 30千円を事業費－新潟県・群馬県・埼玉県商工会議所連合会交流会議費支出へ（注 1）流

用した。 

 

                                                     (単位：円) 

科目 当初予算額 科目間流用額 流用後予算額 

事業活動支出 

事業費－新潟県・群馬県・埼玉県商工

会議所連合会交流会議費支出 

 

600,000 

 

30,000 

 

630,000 

事業費ー茨城・栃木・群馬三県商工会

議所交流会議費支出 

3,000,000 △30,000 2,970,000 

                                                 


